
1. 2005年度日本藻類学会第2回持ち回り評議員会報告

平成17年11月7日から 11日の期間に第2回持ち回り評議員

会を開催し，下記の案件について審議した(評議員 17名中

14名から回答)。

1 )英文誌 iPhycologicalResearchJ次期編集長，和文「藻類J

次期編集委員長の選出について

日本藻類学会編集委員会内規に基づ.き，役員会(現会長，

前会長，現英文誌編集長，現和文誌編集委員長で構成)で合

意となった，次期和文誌編集長(北山太樹氏，任期2006-2008

年)の選出の是非が審議され，承認された。また，次期英文

誌編集長については， 上記役員会で合意となった事務局案

(次期英文誌編集長ーとして石田健一郎氏を選出するが，特例

措置として現編集長奥田一雄氏の任期を一年延長し，石田氏

には2007年からご就任頂く(任期 2007-2009年))が提案さ

れ，審議の上承認された。

2)非会員への英文誌 PhycologicalResearch論文掲載料の

徴収について

2006年度投稿分から，英文誌掲載論文の第一著者が日本藻

類学会会員でない場合はl論文について12，000円の論文掲載

料を課すること(ただし，受理後速やかに第一著者が日本藻

類学会会員となった場合には，この掲載料は諜さなし、)が提

案され，審議の上了承された。

2. 2006年度日本藻類学会第 1回持ち回り評議員会報告

平成18年1月17日から 27日の期間に第 1回持ち回り評議員

会を開催し，下記の案件について審議した(評議員 17名中

10名から回答)。

1 )名誉会員の推薦について

元学会長有賀祐勝先生を名誉会員とすることが提案され，

了承された。

2)雑誌寄贈の見直しについて

これまで学会として行ってきた海外および圏内の 29団体

(機関)への和文誌の寄贈 ・交換の体制の見直しが提案され，

審議の結果原則として了承された。

3.秋季シンポジウムの開催

1) 2005年度日本藻類学会日本藻類学会秋季シンポジウム

「藻類ゲノ ム 生物資源 ・研究資源Jが，“ナショナノレバイオ

リソースプロジェクト 「藻類J"との共催により 2005年10月

15日午後 111寺から東京大学理学部 2号館講堂にて開催され

た。シンポジウムには約80名，懇親会には約 30名の参加が

あった。演題と講演者(所属)は次の通りである。(1)日本に

おける藻類の収集 ・保存・提供 一ナショナノレバイオリソース

プロジェクトにおける取組み渡辺信(国立環境研究所)(2) 

シアノバクテリアのゲノミクス 田畑哲之(かずさ DNA研

究所)(3)単細胞紅藻Cyanidioschyzonmerolaeのゲノム:松11府

素道(東京大学)(4)シアノパクテリアの二次代謝産物生合成

遺伝子ー肝毒素ミクロシスチン生合成遺伝子の解析。白井誠
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(茨城大学)(5)褐藻シオミドロEctocarpussiliculosusのゲノム

プロジェクト :J. Mark Cock (フランス ・Station8iologique d巴

Roscoff) 

2) 2005年度日本藻類学会日本藻類学会秋季シンポジウム

「海藻と健康一特定保険用食品 ・食物繊維・免疫機能とフコイ

ダンの生理活性 Jが， 日本海藻協会，日本応用藻類学研究

会との共催により 2005年 11月31日午前 10時半から学士会

館講堂(東京 ・神田)にて開催された。シンポジウムには約

150名，懇親会には約70名の参加があった。シンポジウムの

内容は次の通りである。(1)日本海藻協会会員会社の報告(戸

田登志(フジッコ株式会社)，南苦子(株式会社山本海苔研

究所)，黄像(マノレト株式会社)，浜田稔(株式会社浜田屋本

庖)) (2)特定保健用食品について 木村忠明(へ/レスビジネ

スマガジン社)(3)食物繊維について 海藻繊維とコレステ

ローノレ胆石ーー辻啓介(兵庫県立大)(4)海藻と免疫機能一特

にフコイダンの生理活性一:丸山弘子(北里大)

4. 日本分類学会連合

第5回総会およびシンポジウム(平成18年l月7日-8日:国

立科学博物館新宿分館)が開催された。

<報告事項>

(1)庶務 2005年度の活動報告(第4回シンポジウムの開催，

ニュースレターの発行，タイプ標本データベースの更新，国

際動物命名規約日本語版の増補)(2)ニュースレターーニュー

スレター7号，8号の発行。 (3)ホームページニュースレター

7号，8号，およびシンポジウム要旨集の PDF版 .Web版を

公開。(4)日本産生物種数調査:新しく追加された調査結果は

なかった。(5 )データベース タイプ標本データベース

(Jtypes)作成のための科学研究費補助金(研究成果公開促進

費)を3団体に配分。(6)メーリングリスト 2006年 1月1日

の時点でTaxaの会員は754名。前回の総会以降76名増加。(7)

国際動物命名規約日本語版ー国際動物命名規約日本語版の増

刷を行い 1部2800円で頒布中。増刷にあたり，規約の改正

と日本語版の訂正を追加し，追補版として発行。追補版で追

加された2ページ分は連合のホームページからダウンロード

可能。

<審議事項>

(1)2006-2007年度新役員の選出 新役員案が提出され，了承

された。新たに「出版J担当の幹事を設けた。新役員は下記

の通り。代表.原慶明，高11代表 :松井正文，庶務佐々木

菰智，会計 :) 11回伸一郎，データベース伊藤元己，ウェブ:

山田敏弘，ニュースレター:柁原 宏，メーリングリスト 。

三中信宏，出版.友国雅章，監査平野義明 ・益山樹生 (2)

2005年決算 ・会計監査 2005年度(2005年 1月1日一12月31

日)の一般会計決算案，特別開会(国際動物命名規約日本語

版)決算案が示され，承認された。(3)2006年度事業計画 a)

2007年1月のシンポジウム シンポジウムの案として，博物

館関係および教育関係の課題案が提案された。b)ニュースレ
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タ一連載を続けてきた加盟学会紹介の記事が近々終了予定

であることから，今後は加盟学会の動向紹介の記事を連載。

c)ホームページ:ホームページには，事務連絡，各種の案内，

ニュースレター，シンポジワム要旨集，分類jJ平情報のページ

を掲載。今後，ニュースレターおよびホームページのサポー

トチームを編成してコンテンツを集める案を検討。d)日本産

生物種数調査 ・加盟学会にアンケー 卜を取る案が考えられ

る。あるいは，節目 になる年に再度調査を行うことも今後の

課題。巴)日本タイプ襟本データベース今年度も科研費'の申

請が認められた場合には，Jm盟学会に配分する予定。(4)2006

年度予算 2006年度(2006年 1月 1EI -12月31日)の予算案

が示され，承認された。(5)その他 a)加盟学会 現在の加盟

学会は27学会である。この数をもう少し噌やせないかとい

う要望があった。b)原生動物学会の論演会 原生動物学会の

次回大会で開催される講演会について紹介。(6)来年の総会の

日時 次回の総会は2007年lf-I6 1:1 (土)に開催。

[シンポジウム1J ミドリムシは動物?それとも植物?原
生生物の不思議な世界

11植物としてのミ ドリムシ ユーグレナ藻綱とは?J中山岡11
(筑波大)， 1ミド リムシの細胞体変形運動と滑走運動j 洲崎

敏伸 (神戸大)，1真核生物の系統樹におけるユーグレノゾア

の位置づけ」橋本哲男(筑波大)，1ミドリムシは “植物"の

中に包含される?J野11碕久義(東大)，1ミドリムシの“植物"

としてのメカニズムj石田健一郎 (金沢大)

[シンポジウム2J 日独学術交流史 - ~、目模湾動物相調査の歴

史と成果

IScienlific expeditions lo Jap日none cenlury ago and lhe origins of 

marine colleclions allhe Zoologische Staatssammlung Munch巴nJ

Bernhard Rulhensl巴iner(Zoologische Slaatssall1mlung Munich)， 

ISagami Bay 1905-2005: n巴wstudies of a historical bryozoan 

colleclion川 th巴BavarianState collection 01' Zoology (Mllnich， 

G巴rmany)JJoachim Scholz (Senckenberg Institlltion， Frankfurt)， 

II-Iexaclin巴Ilida(glass sponges) oflhe Sagami Bay compal巴dwith 

sponge fallnas in other seasJ Dorte .Janllss巴n(Senck巴nb巴rg

Inslitution， Frankfurt) and Carsten Eck巴rl(Naturkllndemuseull1 

Berlin)， ITh巴120-yearhistory 01' th巴faunalsurv巴y01' Sagami 

Bay originated wilh DorderleinJ I-liroshi Namikawa (科↑郭)， 

ITaxonomy and collections， basis 01' comparabilily in biological 

sciencesJ Michael Turkay (Senckenberg Inslitulion， Frankfurt) 

自然史学会連合

間中次郎(日本藻類学会代表)

2005年度自然史学会連合総会議事録

日 Il~j' : 2005年 12月 lO日(土) 13:30-16:30 

会場 国立科学問物館自然史研修館4階fit-堂

議長藤井氏(種生物学会)

報告事項

1.出j布団体数 23団体と 6団体の委任状により計29団体 (規

定数37団体数の3分の2以上)の出席があった。

2.運営委員会 ・意見書 17年度は4@1の運営委員会を開催

し、会議内容の概要を説明した。学術会議の「理科離れ問題

特別委員会」と環境省 「外来生物法」に連合から意見書を提

出した。

3.講演会の開催 2005年II月20日に大阪市立自然史博物

館において平成 17年度自然史学会連合計i演会「科学への入

仁l“自然史“一第一線の専門家が語る 10のとびら」を開催

した。大阪市立自然史博物館 ・西日本自然史博物館ネット

ワークとの共催で行われ、参加者数が210名に達した。その

他概要について説明した。

4 博物館部会博物館部会は神奈川、茨城、千葉、東大、大

阪、琵琶湖、兵庫より 10名の代表を選出して部会を組織して

いるが、今年度は時間の関係で会合をもつことができなかっ

た。

5 ホームページ維持管理は2002年から月 2万円で業務委

託を行い、 今年度も連合の活動報告、 加盟学協会の行事の広

報、 エッセイ、 ギャラリーの記事を掲載 した。

6 自然史教育展開プログラム 自然史捌究 ・教育の活性化

のために、優秀な研究者を地域|専物館、 学校の教育強化派遣

し実習を行う方針ーであったが、昨年度総会からl懸案であった

妥当な開催場所や方法を見つけられず、実施で、きなかった。

審議事項

1. 2004年度会計決算の承認 .今回は会計(伊藤)が欠席の

ため、庶務(篠原)が代理で会計報告を行った。2004年4月

l日-2005年3月31日の決算案が示され、質疑応答後に承認

された。シンポジウム開催費(印刷費、演者謝金旅費、ポス

ター印刷および郵送費)、ホームぺージ維持管理費および事

務経費の詳細が説明され、次のような質疑があった。(1)事務

経費には、代表および運営委員の旅費が含まれているが、旅

費と事務経費を独立に計上すべき。(2)分担金の収入が合計金

額の提示のみで、は明確で、はないため、分担金を納入した学会



自然史学会連合2004年度会計決算報告

自然皇学会連合2004年軍合計予寓寒(2004.4.1-2005.3.31) 

哩λ白書罰(円} 支出白話(円}

分怪童 680.000 ンンホシウム開催I'f 550.000 

量取利旦 500 !nl革問物館アタンヨンフラン 120.000 

ホームヘーシ揖毘総門官 300.000 

自然史叙宵アクンヨンフラン 50.000 

自閉史講究悦朗耳東7クションフラン 30.000 

aE務告白 50.000 

小針 680.500 小計 1.100，000 

百1写置操包金

吉.，

自然史学会連合2004年直合計決揮(2004.4.1-2005.3.31) 

分担金 660.000 シンポジウム開催膏

ゐl里 11 包田博司箆アクy当ンプラン

;r.ムベジ司11:1量持費

地~1担商アクンヨンプラン

自然史研究線開立車アクションプラン

事読経晋

小計 660.011 小計

前年直栂居室 1.297.020 来年度幌延金

吉It 1，957.031 古計

自鰭史掌金軍吉2004年度量計貸借対照表

市方向ι 冒万円j

音通預金tみす';.Il!行 457.933 予QI賓

音通預金t三芥1主互銀行) 284，545 

理室 E3 

7G?.5G 1 古計

自棋史学会連合2004~車決ロ報告書を"す 2005 ・ 2.1

代ま蹟否清高 1
会計伊蕗元己 十了

決Jlが適正であると..める 2005，12.0

会計監査梅村和睦

会計監査 B中，欠郎

1.369..lf1 

2_，-!69..!71 

688，7' 9 

240，"20 

285，351 

1.214.490 

7-12.541 

1.957.031 

742，5.l1 

7.12.541 

の明創IJを示すべき。(3)収入の予算案と決算が一致してない点

を用語を工夫して明確にすべき。これらの意見を受け、来年

度から改善することにした。

2，監査報告 :会計監査より決算が適切に処理されているこ

とが報告された。会計監査2名が欠席のため、書面での報告

を議長が読み上げ、承認された。

3. 2005年度会計経過報告 :2005年度の会計経過が報告され

承認された。2005年度連合講演会の要旨集印刷代が未払いで

あること、 2003年度通信費が未処理であっため、今年度会計

で処理したことなどが説明された。分担金未納の団体が複数

あることが示され、会計より督促を行うことを報告した。

4. 2006年度予算案 2006年度の暫定予算案が示され、承認

された。

5. 連合ホームページの運営 現状の業務委託到'が高すぎる

のではとの質問を受け、その根拠を説明した。契約では月 10

回更新(1回当たり 2千円)であるが、今年度の更新の頻度

は月 1回程度と低く、現状では高い金額を払っている傾向に

あることを運営委員会から報告した。また年間を過してこれ

以下の金額での契約は困難であることを説明し、ホームペー

ジの適切な維持運営については運営委員会で検討することに

した。

6. 2006-2007年度代表選挙:加盟学協会と運営委員会から池

谷仙之、斎藤靖二、西田治文の 3氏の推薦があった。選挙の

結果、西田氏 11葉、斎藤氏9索、池谷氏3禦で西田氏が次期

05年度会計経過報告と06年度予算案

自然史学会連合加五年度会計予算案 cm.4.1-2I:民3.31)
哩λ町田(円》 宣出町田{円}

分担金 740，000 シンポジウム開盤貴
呈取引且 10 情物館問題後酎罰金

ホームページ圃卑維持費

自棋史教育展開プログラム

a開史研究掴開立車アクションプラン
豆星主主

小計 740，010 小針
前年度雌越金 657，992 予備費
合計 上398，002 合計

自然史学会濯合Z肪年度会計経過報告ぼ肪.4.1-200邑11.30)
収入の部{円) 支出町田{円}

分担金 680，000 yンポジウム悶糧費ー
利息 5 1珂鞠問問題検討話会

ホームペ-;:)温集維持費

自摂史教育展開プログラム

自賠史研究檀倒立軍アクションプラン

g務経費{庭輯置}
..揖経賢{役員会li<1I'・)

小計 680，005 小針
前年度揖越金 742.541 干，備資
合計 上422，546 合計

自然史学会漣含200j年度会計貸借対照表(2OOj.4.1-叙:6.12.1)
階方{円) 貸方(円}

普通預金(みずほ) 28，933 未払い2005ンンポトYウム費用{雌定}
普通預金(三井住左) 467，219 予備費
現金 63 

496，215 合計

自然史学会連合Z防年度会計予算案ぼXXi.4.1-2007.3.31) 

堕入町盟au 亘由町田{自)

分担金 740，000 シンポジウム開憧置
畳取事IJQ 10 1略物館問題倹酎部会

ホームページ極集維持買

自開史教育畠開プログラム

自開史研究蝿関立軍7クンヨンプラン

事務経費

小計 740.010 小針
前年直線昌金 96，215 予備費

合計 836，225 合計

'"，，'"に1;1:2003年度の禾仏い印刷費(275835門}と2005年度開催経費のー協の合計支出敵
.・代表'127，100)1.)よぴ汲111名(22900+7800)の廊賓と直込手敏斜

代表に選出された。

300，000 
200，000 
300，000 
60，000 
30，000 
210，000 
1，100，000 
」些，002
1，398，002 

335，955 

240，420 

190，896 
159，060 

926，331 

J単丘三'，422，546 

400，000 
96，215 

496，215 

300，000 
100，000 
250，000 
60，000 
20，000 
100，000 
830，000 
6，225 
836，225 
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7. 2006-2007運営委員候補森田 ・上回 ・野村 ・篠原 ・海部・

出川 ・山田の各運営員候補者が現運営委員会より紹介され

た。科博に所属する候補の比率が高すぎるとの指摘をうけ、

代表が追加指名する3名程度の委員を科博に集中させないこ

とで了承された。

8. 学会施設使用料について 学会施設使用料に関する意見

書案について説明があった。賛同学協会や具体的事例につい

て情報提供をお願いした。

9.その他討論会「自然史学会連合の意義とその未来J(15: 

10-16:30)を行った。尾本恵市氏(連合顧問)と黒岩常祥氏

(学術会議会員)からそれぞれ連合の歴史や設立目的、学術

会議の現状や対外報告書;の効力などについてお話を伺い、社

会の中における自然史研究の現状や連合の方向性について議

論を行った。また科博の事務局機能の充実について意見がだ

された。

自然史学会連合事務局

篠原現人

〒169-0073 新宿区百人町3-23-1

国立科学博物館動物第2研究室内

電話 ・FAX03-3364-7125 

電子メール s-gento@kahaku. go・JP

(東京海洋大学)
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「一一一一一一一一一一会員異動

言卜報

本会元会長 堀輝三氏は2月24日に逝去されました。謹んで、哀悼の意を表します。 日本藻類学会



日本藻類学会会則

第1条本会は日本藻類学会と称する。

第2条本会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親睦を図ることを目的とする。

第3条本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1.総会の開催(年l回)

2.藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催

3.定期刊行物の発刊

4.藻学の進歩及び顕著な貢献が認められたものへの表彰

5.その他前条の目的を達するために必要な事業

第4条本会の事務局は会長が適当と認める場所に置く。

第5条本会の事業年度はl月1日に始まり，同年12月31日に終わる。

第6条会員は次の5種とする。

1.普通会員(国内会員) (藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する日本に在住する個人)

2.普通会員(外国会員) (藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する海外に在住する個人)

3.団体会員(本会の趣旨に賛同する団体)

4.名誉会員(藻学及び本会の発展に顕著な貢献があった個人)

5.賛助会員(本会の趣旨に賛同し，賛助会員会費を納入する個人又は団体)

第7条本会に入会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会申込書を会長に差し出すものとする。

19 

第8条1.圏内会員は毎年会費8，000円(学生は5，000円)を前納するものとする。但し，名誉会員(次条に定める名誉会長を含

む)は会費を要しない。外国会員の年会費は7，000円(学生は5，000円)とする。会長の承認を得た外国人留学生は帰国前

に学生会費の10年分を前納することが出来る。団体会員の会費は15，000円とする。賛助会員の会費はl口30，000円とする。

2.本会の趣旨に賛同する個人又は団体は，本会に寄付金又は物品を寄付する事が出来る。寄付された金品の使途は，第11

条に定める評議員会で決定する。

第9条本会には次の役員を置く。

会長 l名幹事若干名評議員若干名会計監事 2名

役員の任期は2年とし，再任することが出来る。但し，会長と評議員はひき続き 3期選出されることは出来ない。役員選出

の規定は別に定める(付則第l条~第4条)。本会に名誉会長を置くことが出来る。

第10条会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて日常の会務を行う。会計監事は前年度の決算財産の状

況などを監査する。なお，会務に議決を要する場合は総会がそれを行う。

第11条評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の諮間にあずかる。評議員会は会長が召集し，また文書をもって，これ

に代えることが出来る。

第12条1.本会は定期刊行物 fPhycologicalResearchJ及び「藻類」をそれぞれ年4回及び年3回刊行し，会員に無料で頒布する。

2. fPhycological ResearchJ及び「藻類」の編集・刊行のために編集委員会を置く。

3.編集委員会の構成・運営などについては別に定める内規による。

付則:外国会員には英文誌のみを頒布する。

付員Jj:和文誌の頒布も希望する外国会員は郵送料等を負担することとする。

(付則)

第l条会長は全会員の投票により，国内会員の中から選出する(その際評議員会は参考のため若干名の候補者を推薦する事が出

来る)。幹事は会長が会員中よりこれを指名委嘱する。会計監事は評議員会の協議により会員中から選び総会において承認を

受ける。

第2条評議員選出は次の方法による。

1.各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区l名とし，会員数が50名を越える地区では50名までごとにl名

を加える。

2.地区割りは次の9地区とする。北海道地区，東北地区，関東地区，東京地区，中部地区(三重県を含む)，近畿地区，中

国・四国地区，九州地区(沖縄を含む)， 日本以外の地区。

第3条会長，幹事及び会計監事は評議員を兼任することは出来ない。

第4条会長及ひ吉平議員に欠員が生じた場合は，前任者の残余期間次点者をもって充当する。

第5条普通会員が「藻類jのパックナンバーを求めるときは各号1，750円とし，非会員の「藻類」の予約購読料は各号3，000円と

する。

第6条本会則は2005年1月 1日より改正施行する。




